
（別紙３）

～ 令和８年２　月　１４日

（対象者数） 2 （回答者数） 1

～ 令和８年　３月１３　日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
引き続き現状の体制・雰囲気を維持できるよう情報共有の機

会も多く設ける。

2
設定した目標と実際の状況の差がないよう、支援計画を細か

く見直し利用児童に合った支援を行う。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
置くスペースに限りがあるので、整理をしスペースの確保に

努める。

2

3

事業所内での風通しがよく、職員同士のコミュニケーションが

円滑に出来ている。

些細なことでも話し合いが出来る雰囲気づくりを心掛けてい

る。

利用児童に合わせてプログラムを臨機応変に工夫し、個別支援

計画に沿った支援が行われるよう意識している。

担当指導員だけでなく、職員間で情報共有を密に行うことで利

用児童の変化に気づくことができる。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

児童発達支援児向けのおもちゃや絵本等が少ないので、もう少

し充実させたい。

予算を組み、知育系の玩具や利用児童が興味を示しそうなもの

を買い足す。

令和８年３　月１０　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和８年　３月　１４日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ハッピーテラス潮平教室　多機能型事業所（児童発達支援）

○保護者評価実施期間
令和８年　２月　４日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


